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クリーンエネルギーを安定的に供給可能な固体高分子型燃料電池(PEFC)は次世代のエネルギー

供給技術として更なる高性能化への開発が進められている。PEFC 中における Pt 粒子の触媒活性

はこの PEFC の性能を左右する大きな要因であり、PEFC 発電条件下における Pt 粒子表面に吸着

する化学種や吸着による電子状態の変化の解明は、PEFCの高性能化に向けた重要な設計指針とな

りうる。そこで本研究では、SPring-8 BL36XU[1,2]にて、PEFC の発電条件下における Pt 触媒粒

子表面の化学吸着種と、触媒活性との相関をより直接的に調べることを目的とし、燃料電池セル

に負荷電圧を印加した状態において同時系列で高エネルギー分解能XANES(HR-XANES)および共

鳴非弾性 X線散乱(RIXS)が測定可能なシステムを構築した(図 1)。アナライザ結晶として、Pt Lα

1線に対する HR-XANES 計測には Ge(660)結晶 4 枚を、Pt LIII 端 RIXS計測には Si(933)結晶 4 枚

を用いた 。発光分光 X 線の検出には、2 次元ピクセル検出器（Merlin Quad）を用いた。本シス

テムを用いて、In-situ 下の実 PEFC 内の Pt 触媒に対する HR-XANES と RIXS の同時系列計測に

成功し、各負荷電位に依存したスペクトルの変化を観測した。本発表では、計測システムの概要

と、両スペクトルの解析により得られた発電中の Pt 触媒の電子状態・表面吸着種の変化について

報告する予定である。 
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図  1.  SPring-8 BL36XU にて構築した  
In-situ PEFC 用発光分光計測システム 

第64回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2017 パシフィコ横浜)15a-P3-10 

© 2017年 応用物理学会 01-050 1.4

 


